
舞鶴の地震記象からみた地震活動域f

塩見則夫、**・上野

S 1. Iましカミき

この調査は気象庁地震課か白提案された「地震予知の

ための予備調査DJ の要領に基づいて，舞鶴海洋気象台

の地震記象資料から地震の活動域を調べたものである.

調査範囲は主として近畿地方およびその周辺における地

震活動である.あくまで舞鶴一官署の資料によるもので

あるから，結論的な地震活動の単位を決めることはでき

ないが，調査の結果を報告する.

当台の地震計の位置は 35028'21"N，135023'02"E， 

標高29.8mで舞鶴湾の内湾に面した文唐山のうえにある.

S 2. 資料と地震計の常数

地震民計は1:951年に設置されたが，現在までに 4団施設
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の変更があったため資料が一貫せず十分で、ない.それら

のうち，この調査に該当するものと判断した使用地震計

とその期間は

a; ・1953宇 1月-1955年 6月

型

A

B

E

第 2表記象 型分類

|P-Sω|深さ(同| 記象型の特徴

1 3~8! ω IRFとも叩ょうで Sの振叫べて P
| ，のw冨が小さい.振動の減衰は早い.

10-11' 1 0-40 Zと同一るが川の振日より大
i きく振動のlJiJt衰はややおそい.

1 10-31.1 0-4O I ~型とほとん巾であるが散が反加
あIj

C 
和歌山県，紀伊水道，

17-23 0-60 
B型に似ているがやや紡錘型で振幅の最大は
S相のはじめの部分に現われる. A， B 型に

徳島県東岸，淡路島近海 比べやや長い周期の波が続く

D 
三重県，愛知県，岐阜県中

16，..，.25 0-40 
P， Sともに不S明りょうで Sの振幅が紡錘型

部，長野県南部
をしている. の振幅に比べPの振幅が小さ
し、.

震 央

京都府，若狭湾，大阪府北
部，滋賀県北部

兵庫県西部

福井県，岐車県，三重県，
長野県西部

E ..茨城町市1 三宅島近海 35-73

F 1 三陸沖奥羽 町部 1 67 

G I 日向灘，周防灘'，_~ ，~，~ • I 42~8 
| 九州中南部，屋久島近海

特 |日叩西部 1 85 

0-40 

0-100 

0-60 

650 

P， Sとも不明りょう， 全体に細長い紡錘型
で振動の周期はやや長い.

P-sの振動小さし、 s相以後の振動は目の
こぼれたのこぎり状 F型にやや似る

P， Sともに明りょうで Pの振幅が大きく，
Sと同じくらい

* N. Shiomi， A. Ueno and M. Yasuda : lnvestiga-
tions of Seismic Regions from Seismograms at 
Maizuru (Received Apr. 12， 1965). 
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普通地震計(水平成分のみ) うな型のものがどの地域の地震によって起こるか，また

b. 19.55年 6月，...，1960年5月 その型はどのような特徴を示すかを調査した.

51型普通地震計(水平2成分のみ〕 、 J ここでは現在使用中の54型普通地震計により観測した

c. 1960年 5月~現在

54C型普通地震計

また， J:記地震計のだ、いたいの常数は第 1表のとおり

である

~ 3. 記象型からみた地震活動

地震記象の型は地震の発震機構，地殻の不均一性，震

央距離，震源の深ふ地震波線の径路などによっていろ

いろな型を記録すでるとされているが，舞鶴の場合どのよ

3十
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A型 1962年 6月15日 10時07分京都府北部

. 35015'N 135032'E h=20km 震度

p，...，s.: 04.6 sec. 

N_~蜘

3吋仙一一一一一一一 一
E ム凶...u..w.__
w ~一一...…一

A型 1963年 3月28日 01時13分若狭湾

35044'N 135047'E h= 0 km 震度 :II

p，...，s : 06.8 sec. 

トドト，--…
3-ー州叩J

E 
.w 

B型 1961年 5月7日 21時20分兵庫県西部

35002'N 134030'E h=20km 震度 :II

P-s: 11: 0 sec. 

資料 (1960年5月-1963年3月)のうち，規定の条件1)

を具えている 110例の地震記象について調べた.選出し

た記象をいくつかの類似記象型に分け，地震動の型と振

動状況から第 2表のように分類したわ. これらの記象型

の実例を第 1図に示し，また記象型の震央分布と記象型

の発現地域を第2図に示した.

A型は近地地震でその代表的なも‘のとして，舞鶴に近

く局発的なもの(震度うと越前沖地震(1963.3.27)

の余震(震度:II)を例にとった.なおこの本震(震度

N 
S 

D 
U 

E 
W 

B"型 .1962年11月13日 01時17分岐車・三重県境

35012'N 136029'E h三40km 震度 :II

P-S: 10.5 sec. 

N 
S 
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柳川内川川町山叩吋…

B'型 1961年 8月19日麗14時34分 岐阜・福井県境

36.00N 136.80E' h= O'km 震度:町

P-S: 17.4 sec. 
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C型 1962年 1月4日 13時36分和歌山県西岸

33."60N 135.20E h=40km 震度 :ll

P-S: 21. 2 sec. 

i-+11伽-

l-州 ←
E ィ叫ん

C型 1960年12月26日 10時45分三重県中部

34.20N 136.2QE h=60km 震度 :ll

PNS: 17.1 sec. 

:一一一州骨什}一一一

D 
U 

令ー尋問同....・~

E リムム』 一
一‘w ー←一 「宵下，...-.，.

D型 1962年 3月5日 16時33分岐阜・福井県境

35.7"N 136.60E h=20km 震度:0 
P-S: 14.3 sec. 

:一一→一
D 
U 

E 
W 

D型 1962年 6月30日 03時55分長野県南部

35034'N 137047'E h=20km 震度:0 
p;...S: 25.2 sec. 

:一一ーー伽W川町一一一一一
D 
U 

中小川州rV\J'--，/V~小吋ザ』一一一『ー一

5 一一…~吋
E型 1961年 1月16日 16時引分茨城県沖

N 

3~20N 14~ooE hニ 20km 震度:0 

P-S: 73.2 sec. 

S 一一一一一一一ーも岬~

D 
-1I 

E 
W 

E型 1962:.:1三8月26日 15時50分三宅島付近

34.10N 139.50E h=40km 震度:"0 
P-S: 46.6 sec. 
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F型 1960年 7月30日 02時33分岩手県沖

40.20N 142.60E h=30km 震度:0 
P-S: 87."2 sec. 

: 一一、J州1帆制向刊i
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一一一一一一一ーーー一一一叫い岬ω}

ー一一一一一一ーーー一一ー円'凶作州_w.駒~-一一一一一一ー←一一

G型 1961年11月27日 14時58分日向灘・

31. 30N 131. 70E h二 40km"震度:0 
P-S: 87.2 sec. 

N 
S 

3→トー…一一一一一一一
5→←ー→、
特型 1960年10月8日 14時55分 日本海北西部

400N 1300E h=650km 震度:0 
P-S: 85.2 sec. 

第 1図記，象型の実例
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近畿周辺の浅発地震の押し，引きの分布
(1960VI -1963VI) 

e:押し 0:引き

気

初動の押し(~)，引き (0) の鉛直分布
(東経 1360

に沿う〉

• 36・

35・

'4 

34何N

.一，

R也、

初動方向のかたより

13"7' 136' 

↓
↓
↓
 

v
c
o
 

J
い

M
制

A
n
 

第 5図
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~ 4. 初動について

舞鶴で観測した初動のミ押し、 汚|き、が震源の位置

によってどのような傾向を示すか，また初動方向のかた

よりについてその分布にどのような特徴があるかを調べ

fこ。

資料の数は少く浅発地震で 26 (1960年 5月-1963年

3月)であるたゆ，近畿周辺より以遠の地震については

省略した.P波初動とじて観測されたミ押L、 可|き、

をそれぞれの震源位置広、押しd の場合は~， ミ引き、

の場合はOで地図の上に記入したものが第 3図であり，

また経度 1360 E に沿う垂直断面をあらわしたものが第

4図である.

以上のようにした分布図をみると，紀伊半島，三重県

: 1V)は脱針のため観測できなかった.これらのA型の

振動は直線的で堅い感じがする.その他の型の特徴は第

2表のとおりである.D型の発現地域の範囲は第2図の

範囲よりさらに東側に広いと思われるが，例が少ないた

めはっきりわからない.また遠地地震の F，G型につい

てはさらに F'，G'型に相当する型に細分ーできるが省略

する.

特型は日本海北西部のもので深発地震の一例としてと

ったものである.

時震

記象型の震央分布と記象型発現地域

験

第 2図
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付近の地震ではミ押しミが多く観測されているが兵庫県

西部では汚|き、の傾向がうかがえるまた若狭湾東

部，岐阜県付近の・地震は可申し、 ミ引き、の混合勺あ

る.深発地震の一例としての日本海北西部に起った地震

はミ引き、であった.

次に初動方向が震央と観測点を結ぶ線の方向からかた

よっているかを調べるため，舞鶴の P波初動の水平成

分，すなわち東西，南北両成分の合成値をそれぞれの震

源位置に記入したのが第5図である.これをみると和歌

山西岸と三重県中部において左にややかたよるのみで右，

左へのかたよりはほとんど認められない.

~ 5. P 3.皮走時について

結果からでは震央距離が大きくなるにしたがって走時が

標準より遅れる傾向がみられる.とくに震央距離 200-

、 300kmの範囲内のものが遅れ， 広島県北部，徳島県南

部の地震が目立っている. 深さ 50-60km以外のやや F

深発地震ではどの地域の地震もだいたいにおいて標準の

走時にのる。

これだけの資料をもって地下構造を考察することは無

理と思われるので差しひかえるが，今後資料を積み重ね

ることによって考察も容易となるだろう

~ 6. 結び

総体的に近畿周辺の地震が調査の主体となった.これ

はもちろんこの調査の該当期間中に顕著な地震が起って

これはある観・測点において標準走時山線からのP波の いないせいもあろうが，関東地方，中部地方東部および

走時のかたよりを調査し，でき得ればそれによって地下 四国付近の地震が少いためでもある.一方これらの少地

構造を推定じようとするものである ー 震域を飛んだ茨城県沖，三陸沖および日向灘付近におけ

まづ資料は 1953年から 1963年 3月まで舞鶴で観測さ

れた地震のうちから調査要領の条件1)に適合するもの72

を選んだ.これらの資料を用いて画いた走時曲線を第日

図に示す. これは P波が iP，または P と観測され，

舞鶴から半径 500km‘以内に震央をもっ深さ 80km以内

の地震について，おのおの震源の深さ別に画いたもので

ある.図中の実線は和達?益田の標準走時曲線， 0はiP，

@は Pを示す.なお最後の地域別の走時曲線図 (h豆20

km)は*3.の記象型別によって示した.これは各記象

型はほぼ地域によって決まってくるためである.

、時刻精度に関する誤差などの疑問は多少あるが，一応

，る地震を多く観測しているのは興味ある現象である.

以上の報告は調査結果の羅列に過ぎないが，総合的考

察の一助となれば幸である.
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